
令和３年３月 22 日 

都市整備部住宅課 

 

 

居住支援法人との連携（試行）状況について 

 

 

 令和２年６月から、試行として居住支援法人である３社の活動を周知すると

ともに、伴走型支援（試行）を依頼した。 

 

１ 居住支援活動の周知 

   居住支援法人３社（ホームネット・テップル・ささえる手）の活動を以 

下のとおり周知した。 

 

（１）区ホームページへのリンク掲載 

 

（２）住宅課窓口でのチラシ配布 

 

（３）情報提供（住まい確保支援事業で物件紹介ができなかった世帯対象） 

 

 

２ 伴走型支援（試行）の依頼 

   精神障害者や高齢で立ち退きを迫られている世帯などを対象に、物件の 

見学や契約手続きへの同行支援などを行う「伴走型支援（試行）」を居住 

支援法人２社（テップル・ささえる手）に依頼した。 

 

＜ 依頼した世帯の現況 ＞ 

  高齢者 高齢＋障害 障害者 計 

世帯数 ８ ４ ２ １４世帯 

転居済み・成約済み ７ ３ ０ １０件 

物件調査継続中 １ １ ２ ４件 

  （障害状況）身体障害３件、精神障害４件、知的障害０件（重複あり） 

※集計対象：令和２年６月から令和３年１月末までに依頼した案件 
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